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平成24年２月１日号 8

●
日
　
時　

３
月
８
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟
３
階
）

　

宇
都
宮
市
本
町
１
‐
８

●
内
　
容

　

欠
陥
住
宅
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

　

紛
争
の
現
状
と
そ
の
対
策
を
紹
介

●
講
　
師　

田
中 

峯
子 

氏（
弁
護
士
）

●
対
象
・
定
員　

約
１
０
０
名

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
方
法　

３
月
７
日（
水
）ま
で
に
、
県

　

住
宅
課
企
画
支
援
担
当
ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課
企
画
支
援
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
３

【
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ
】

〜
重
度
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度
〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

自
動
車
、オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に
よ
り
、脳
、

　

脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
後
遺
障

　

害
の
程
度
が
次
に
該
当
さ
れ
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
13
万
６
８
８

　

０
円
支
給

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０
０

　

０
円
支
給

【
中
学
生
ま
で
の
交
通
遺
児
の
た
め
に
】

〜
育
成
資
金
貸
付
制
度（
無
利
子
）〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

　

事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

　

重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た

　

ご
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

・
貸
付
金

　

一
時
金　

15
万
５
０
０
０
円

　

月　

額　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

※
返
還
方
法
は
卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等

　

払
い
。（
高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た

　

場
合
は
、在
学
期
間
中
返
還
猶
予
）

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

栃
木
支
所
被
害
者
援
護
業
務
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

「
災
害
が
起
き
て
、
地
域
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
」

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
時
、
地
域
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
顔
が
と
っ
さ

に
思
い
浮
か
び
、「
大
丈
夫
で
す
か
！
」
と

一
軒
一
軒
声
を
か
け
て
ま
わ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

で
も
…
災
害
の
時
以
外
も
近
所
の
方
を

気
に
か
け
て
い
ま
す
か
。

　

日
ご
ろ
の
地
域
の
つ
な
が
り
や
、「
ふ
く
し
」

に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
日
　
時

　

３
月
３
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
第
１
部　

実
践
報
告

　
「
一
歩
前
へ
！
身
近
な
ふ
・
く
・
し
」

　

市
内
の
福
祉
活
動
実
践
報
告

○
第
２
部　

講
演

・
演
題　
「
わ
た
し
に
も
で
き
る
、地
域
の

　

安
心
づ
く
り
」

・
講
師　

小
林 

雅
彦 

氏
（
国
際
医
療
福
祉

　

大
学
教
授
）

●
対
　
象　

各
福
祉
関
係
団
体
な
ど
、
身

　

近
な
福
祉
活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民

※
手
話
通
訳
、  

要
約
筆
記
通
訳
あ
り

●
主
　
催　

市
社
会
福
祉
協
議
会

●
後
　
援　

大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
２
３
）１
１
３
０

　

年
々
増
加
し
て
い
る
認
知
症
は
、誰
に
も

起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
あ
り
、老
後
の
最

大
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。健
康
な
人
が

認
知
症
へ
移
行
す
る
段
階
で
衰
え
て
く
る

機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
知
り
、
さ
ら
に
認
知
症
の
発

症
を
遅
ら
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

２
月
28
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
　
題　
「
認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く

　

ろ
う
〜
地
域
で
行
う
認
知
症
予
防
〜
」

●
講
　
師

　

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

　

特
任
研
究
員　

矢
冨 

直
美 

氏

●
定
　
員　

４
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

「
欠
陥
住
宅
の
紛
争
の
現
状
と

対
策
」講
習
会
参
加
者
募
集

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

わ
た
し
に
も
で
き
る
地
域
福
祉

〜
地
域
の「
困
っ
た
」の
見
つ
け

方
、「
安
心
」の
作
り
方
〜

介
護
予
防
講
演
会
開
催


